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研究要旨 OPLL 症例を含む頚髄症患者における手術前後の転倒と、それに伴う

自覚症状悪化の発生頻度に関して、後ろ向き研究に引き続いて前向き研究を実施

している。手術予定の頚髄症患者に自記式の調査票を配布し、術前から術後 1年

までの転倒の詳細と QOL の推移を調査している。全国 8カ所の協力施設より平

成 29年 10月までに計 161名の患者が登録されている。平成 30年 4月に術後 1

年以上経過した症例の診療情報やアンケート結果の回収を開始し、同年 10 月ま

でにデータ分析が完了する予定である。

 

Ａ．研究目的 

頚髄症患者における術前後の転倒と、そ

れに伴う自覚症状悪化の発生頻度を、前向

き調査によってより正確に明らかにするこ

と。 

 

Ｂ．研究方法 

平成 27 年 10 月に本学において研究計画

に対する倫理委員会の承認を得て、計画書

と調査用紙を協力施設に送付した。各施設

における倫理委員会の承認後に、同意が得

られた患者に調査票を配布し、術前から術

後 1年の期間でデータを収集している。 

 

Ｃ．研究結果 

平成 29年 10月までに全国 8カ所の協力施

設より計 161名の患者が登録されている。

平成30年4月に術後1年以上経過した症例

の診療情報やアンケート結果の回収を開始

し、同年 10月までにデータ分析が完了する

予定である。 

 

 

 

 

Ｄ．考察、 

本研究によって、頚髄症手術患者の転倒

とそれに伴う症状悪化の頻度に関して、よ

り正確なデータが得られることが期待され

る。また、後ろ向き研究では OPLL 患者が

頚椎症性脊髄症患者に比較して有意に転倒

が多い理由に関して十分な解析ができなか

ったが、本研究ではより詳細な分析が可能

となる見込みである。さらに症状悪化の危

険因子と予防策に関しても分析を行いたい。 

 

Ｅ．結論 

頚髄症手術前後の転倒による症状悪化に関

する前向き研究を実施し、現在データの収

集と分析を行っている。 
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